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重要取組シート 

取組項目 １ 堺区の実情を踏まえた防災体制の強化 

現状・課題 

・単身高齢者や外国人居住者の人数が多いことから、避難行動等での支援強化が必

要である。（単身高齢者：約 1万 5千人、外国人居住者：5千人） 

・昼間人口が夜間人口より 2万 3千人以上多いため、多数の帰宅困難者が生じるこ

とが想定される。 

・区内に滞在する観光客など、大規模災害発災時において、住民以外の多くの避難

者が想定される。 

・地域防災の担い手の固定化、高齢化が進んでいる。 

取 組 の 

内  容 

・令和 4年度に課相当組織である「防災推進室」を設置する。 

・令和 3年度まで企画総務課や自治推進課が所管していた防災に係る業務（区災 

害対策本部業務、地域の防災活動への支援など）を防災推進室において一元的に

実施する。また、次の 3つを防災推進室の重点取り組み項目とする。 

①将来の担い手育成 

 小・中学生や子育て世代など、若い世代を対象とした啓発・育成事業を実施す

る。 

②地域防災力の強化 

 区民等が主体的に防災・減災に取り組む体制づくり（若い世代の地域防災活 

動への参画促進、防災関係者が集い交流する場の創設、防災士資格取得促進 

など）を支援する。 

③誰一人取り残さない防災体制の構築 

  外国人や単身高齢者、帰宅困難者などへの対応強化や区役所の災害対応力の 

強化に取り組む。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～7月） 

□ 防災推進室を設置（4月） 

□ 区災害対策本部における体制整備（4月～） 

□ 自主防災組織への活動支援、地区防災計画の作成支援（4月～） 

□ 防災士資格取得の促進（4月～） 

□ 企業連携手法の検討（5月～） 

中期 

（～11月） 

□ 防災関係者が集い交流する場の創設（8月～） 

□ 区災害対応マニュアルの改定（9月） 

□ 外国人向けの防災情報発信（9月） 

□ 小・中学生や子育て世代向けへの防災啓発（10月～） 

□ 区政策会議からの意見聴取（10月） 

後期 

（～3月） 

□ 区職員向け訓練実施（12月） 

□ 区政策会議からの意見聴取（2月） 

次年度 

以降 

□ 既存の取組についてブラッシュアップし充実、新規取組の検討・実施 

  

堺区役所 



（様式４） 

進
捗
の
状
況 

前期 

（～7月） 

□ 防災推進室を設置（4月） 

□ 区災害対応マニュアルの改定（４月） 

□ 区災害対策本部における体制整備（4月～） 

□ 自主防災組織への活動支援、地区防災計画の作成支援（4月～） 

□ 防災士資格取得の促進（4月～） 

□ 企業連携手法の検討（5月～） 

中期 

（～11月） 

□ 防災関係者が集い交流する場の創設（8月） 

□ ベトナム総領事館と連携した在堺ベトナム人向け防災啓発（9月～） 

□ 外国人向けの防災情報発信内容の検討（9月～） 

□ 小・中学生や子育て世代向けへの防災啓発（10月～） 

□ 子育て世代向け防災ブックの発行（10月） 

□ 区政策会議からの意見聴取（11月） 

□ 堺区防災・防犯フェスタでの「防災コーナー」の運営、マンホールトイレ等の

展示（11月） 

後期 

（～3月） 

□ 区職員向け訓練実施（1月） 

□ 区政策会議で意見聴取し、令和 5年度取組の方向性を決定（3月） 

□ 防災啓発動画（YouTube）の作成（3月） 

堺
市
基
本
計
画 

２
０
２
５ 

該当する 

施策 
5－（1）自助・共助・公助のバランスのとれた防災・減災力の向上 

寄与する 

KPI 
－ 

目標値（2025年度） 

－ 

未
来
都
市
計
画 

堺 
市 
S 
D 
G 
s 

最も貢献する 

SDGsのゴール 

ゴール番号 
住み続けられるまちづくりを 

11 

寄与する 

KPI 
－ 

目標値（2023年度） 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


